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生活福祉資金(修学資金)貸付制度の現状と課題に関する

調査結果

1 .調査の目的と概要

(1)調査の自的

本研究の主な目的は、修学資金の利用効果の分

析である。しかし、修学資金については生活福祉

母子寡婦福祉資金ともに、償還率の把握は

されていても、それ以外のデータの積み上げはほ

とんどなされてこなかった。そこでまずは、これ

らの制度についての基礎的なデータ(利用者の生

活実態や制度利用後の状況、返済の状況等)を提

供することを通じ、これらの資金の意義を考えて

いくものとする。すでに北海道内においては、生

活福祉資金および母子寡婦描祉資金の利用に関す

るデータの収集・分析を行ってきており 1)、今闘

は、北海道外 (N県)における生活福祉資金利用

者へのアンケート調査の結果を報告する。

なお、本研究は「福祉資金貸付制度の効果と課

題に関する研究J(代表:膏木紀、厚生労働省科学

研究費補助金・政策科学推進研究事業・課題番号

H 16一政策 004)の交付を受けた研究の一部であ

る。

(2)諦査の概要

1 )手続Sと期間

N県社会福祉協議会の協力を得て、 1998年度以

降の修学資金利用者(就学した子どもの保護者で

ある借受人または連帯借受人)に、本調査への協

力依頼信いを送付した(544通)0179通の返答があ

り、そのうち 136通が協力可能であるとの回答で

あった(宛先不明による返送が22通)。このうち、

複数の子どもの借受などによる重複を除く 103世

帯へ質問紙を郵送し、 81通を間収した(質問紙の

回収率は78.6%)。なお、利用者のプライパシ…の

保護から、協力依頼および質問紙の宛名書き、郵

鳥山まどか・岩田美香

送、田収はすべてN県社会福祉協議会が実施した。

調査期間は、 2005年9丹中旬に協力依頼伺いを

送付し、 10月中に出答があった世帯に対して、 11

月上旬に質問紙を発送した。これらの手続きを経

て、 12丹中に返送されてきたものを分析の対象と

した。

2)調査内容

・資金の利用の内容(資金を利用して就学した学

校、借入金額とそれに対する評価)

・資金利用のいきさつ(情報の入手、当時の家躍

の状視)

・申し込み手続き(手続きに対する評価、子ども

との相談)

・資金利用後の子どもの状況(卒業とその後の進

路、就職の状況、現在の子どもの状況)

-連帯借受人世帯の生活状況(子どもとの問居の

有無、現在の生活状況、世帯年収)

-資金の返済について(返済の状況、返済の負担

感や困難さ)

なお調査項目の詳細は、資料「生活福祉資金・

修学資金アンケートJを参照のこと。

2. r生活楕祉資金・修学資金アンケートjに
よる調査結果

(1)修学資金利用の内容

1 )囲答者の属性

表l 回答者の属性 (単位:人、%)

父母 77 ( 95.1) 
祖父母 1 ( 1. 2) 

その他

合計

3 ( 3.7) 

81 (100.0) 
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2 )子どもの就学先

表2 修学資金の利用時期

.b.. 
仁3

(単佼:入、%)

15 ( 18.5) 

59 ( 72.8) 

7 ( 8.6) 

81 (100.0) 

注)r高校等利F言者Jとは、高等学校、高等専門学校への就
学のためにこの資金を利用した世帯、「大学等利用者」と

は、大学、短期大学、専修学校への就学のためにこの資

金を利用した役宇野を指す。また、 r2沼利用者jとは、高
校と大学などのように、一人の子どもが2図にわたって

修学資金を利用した没帯を指す(以下同様)。

表 3-(1) 子どもが修学資金を使って行った学校

(高校時単佼:人、%)

高校等利用者 2回(高校時)

公立高校 8 ( 53.3) 6 ( 85.7) 

私立高校 7 ( 46.7) 1 ( 14.3) 

合計 15 (100.0) 7 (100.0) 

表 3-(2) 子どもが修学資金を使って行った学校

(大学時単佼:入、%)

大学等利用者 2閤(大学時)

公立大学 5 ( 8.5) o ( 0.0) 
私立大学 33 ( 55.9) 2 ( 28.6) 

公立短期大学 。( 0.0) 1 ( 14.3) 

私立短期大学 2 ( 3.4) 3 ( 42.9) 

公立専門学校 2 ( 3.4) o ( 0.0) 
私立専門学校 8 ( 13.6) 1 ( 14.3) 

そ の 他 2 ( 3.4) o ( 0.0) 
無 回 タ* 7 ( 11.9) o ( 0.0) 

合計 59 (100.0) 7 (100.0) 

3 )借入金額

表4 借入の内容 (単位:人、%)

1筒校等利用者 大学等利用者 2限利用者

修学費のみ 8 ( 53.3) 25 ( 42.4) 1 ( 14.3) 

就学支度費のみ 1 ( 6.7) 3 ( 5.1) 。( 0.0) 

修学費と就学支度費 6 ( 40.0) 25 ( 42.4) 6 ( 85.7) 

無 回 空問立 。( 0.0) 6 ( 10.2) 。( 0.0) 

止Eコ為 萱lft 15 (100.0) 59 (100.0) 7 (100.0) 

表5-(1) 借入の総額(高校等利用者、大学等利用者)
(単位:人、%)

高校等利用者 大学等利用者

1O~30 万円未満 1 ( 6.7) o ( 0.0) 
~50 万円未満 6 ( 40.0) 2 ( 3.4) 

~100 万円未満 3 ( 20.0) 7 ( 11.9) 

~150 万円未満 2 ( 13.3) 11 ( 18.6) 

~200 万円未満 o ( 0.0) 10 ( 16.9) 
200万円以上 2 ( 13.3) 24 ( 40.7) 

無回答 1 ( 6.7) 5 ( 8.5) 

合計 15 (100.0) 59 (100.0) 

表5-(2) 倍入の総額(2由利用者)

(単位:人、%)

2由利用者

50~100 万円未満 1 ( 14.3) 
~150 万円未満 1 ( 14.3) 
~200 万円未満 2 ( 28.6) 

~250 万円未満 1 ( 14.3) 
~300 万円未満 2 ( 28.6) 

合計 7 (100.0) 

表6 借入れた金額で子どもの就学に足りたか
(単位:人、%)

高校等利用者 大学等利用者 2図利用者

足りなかった 11 ( 73.3) 42 ( 71.2) 7 (100.0) 

足りた 4 ( 26.7) 13 ( 22.0) 。( 0.0) 

無回答 。( 0.0) 4 ( 6.8) 。( 0.0) 

合計 15 (100.0) 59 (100.0) 7 (100.0) 

表 7 足りなかった場合、足りない分はどうしたか

(複数回答単位:入、%)

!効校等利用者 大学等利用者 2@]利用者
(回答者数) (11人) (42人) (7人)

預貯金を使った 4 (36.4) 28 (66.7) 4 (57.1) 

生活費を切り詰めた 8 (72.7) 29 (69.0) 5 (71. 4) 

生活保護費から補った 1 ( 9.1) 。(0.0) 1 (14.3) 

子どもがアルパ
7 (63.6) 23 (54.8) 2 (28.6) 

イト等で織った

f也の奨学金・修学 3 (27.3) 18 (42.9) 4 (57.1) 
資金等を利用

授業料免除を利殿 3 (27.3) 4 ( 9.5) 2 (28.6) 

親戚・知人の援助 1 ( 9.1) 8 (19.0) 3 (42.9) 

民間ローン等利用 1 ( 9.1) 4 ( 9.5) 2 (28.6) 

補えずに退学した 。(0.0) 。(0.0) o ( 0.0) 
そのf也 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 
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く{昔入金額に関する自由回答〉

・修学金を返済するときより、修学している持の

方が大変なので、もっと貸付金を上げてほしい

と思う。(大学等利用者)

・どれだけ助かったか、感謝しているが、 45万と

いう限産額は少なくて苦労した。閥じ貸付けて

くれるなら、入学金分位 (60万)は必要であっ

た。国立大へ自宅から通学するなら別だが、こ

のN県は大学が少なしどうしても東京へ行か

ざるを得ない地域性ももっと考えて欲しい。(大

学等利用者)

-修学資金の制度が変更になり、支度費分しか借

りられず、予定した金額と違い大変でした。毎

月、借りられたら良かったのですが、信りた時

が無利息で助かりました。返済も利息が無い分、

返済しやすいです。(大学等利用者)

( 2 )修学資金利用の経緯

1)俗i度をどのように知ったか

く制度認知に関する自由回答〉

・入学当時、生活保護を受給していたが、進学の

捺に市及び、ケースワーカー、畏生委員の誰もが

教えてくれなかった。知っていて、あえて教え

てくれなかったのか、この制度を知らなかった

のか、全く未だ理解出来ない。PRしようともし

ていない。(大学等科用者)

2)修学資金の利用に韮った経緯

く修学資金の利用に結びついた出来事に関する

自由回答〉

・兄弟がいる場合、第一子の場合、教育に関して

いくらかかるか、いくらかければ良いのかわか

らないで、高校に出してみて初めて足りな

表8 この制度をどこで知ったか(複数自答)
(単位:入、%)

高校等利用者 大学等利F言者 21ill利用者
(回答者数) (14入) (56人) ( 6人)

民生委員 6 (42.9) 12 (21.4) 3 (50.0) 

ケースワーカー 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 

パンフレット等 2 (14.3) 15 (26.8) 1 (16.7) 

知人 2 (14.3) 15 (26.8) 2 (33.3) 

学校 4 (28.6) 5 ( 8.9) 。(0.0) 

その他 1 ( 7.1) 9 (16.1) 。(0.0) 

がわかる。第一子の時は、頑張れても第ニ子・

となると、重なってきて、ギリギリの生

活になる。家族に一人でも病人が出て、それも

自営の場合になると、社会保揮が少なく、公的

機関のこの制度はありがたかったです。しかし、

利用できる条件が厳しいので、もう少し門戸が

開けたら……とも患いました。(高校等利用者)

・この時期2年ほど前に、父親が失業して、パイ

トみたいだったので、余裕がなく、お借りしま

した。おかげ様で、子どもも事構がかわり、そ

れなりに頑張ってくれましたので、ありがとう

ございました。(大学等利用者)

・当時は担父の間病があり、母も正社員としての

勤めが難しい状況でしたので、本当に助かりま

した。無事卒業した時は、とてもうれしかった

です。(大学等利用者)

・利用しました子どもの父親が一級の障害者にて

収入がなく、大学を出すのに心配しましたが、

この制度を教えていただき、伺とか大学を出す

ことができ、大変感謝しています。そのおかげ

で子どもは外国語を習得し、現在の勤務先で活

用し、生き生きと生活しています。(大学等利用

者)

・大学入学産前に主人が死亡し、![s(入がストップ

し国りましたので、大変助かりました。ありが

とうございました。(大学等利用者)

・母親一人の収入のために生活が困難の為に相談

しました所、対象となることを知り利用させて

いただきました。随分お互いに生活を切り詰め

ていましたが、おかげさまで無事卒業をし、仕

表9 修学資金の利F自に結びついた出来事
(複数回答単位:人、%)

高校等利用者 大学等利用者 2図利用者
(回答者数) (15人) (59入) ( 7人)

世帯主の失業 3 (20.0) 13 (22.0) 1 (14.3) 

t設帯主の疾病 5 (33.3) 11 (18.6) 2 (28.6) 

家族の失業 1 (6.7) 。(0.0) 2 (28.6) 
家族の疾病 3 (20.0) 5 (8.5) 1 (14.3) 

収入が少ない 8 (53.3) 52 (88.1) 5 (71.4) 

預貯金の不足 9 (60.0) 41 (69.5) 5 (71.4) 

他の負僚の返済 4 (26.7) 20 (33.9) 2 (28.6) 
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ついております。お世話になりました。(大

学等利用者)

・双子を東京の大学に入れたので、学費、

と大変だったので、借りられたことを大変喜ん

でおります。ありがとうございました。この制

度が続けられることを願っております。(大学等

利用者)

-私が借りた理出は、妻が亡くなり、上の子が8

才、下の子が5::tでした。費は県職員で、 2人

の子の扶養者でしたが、私が男という理由で、

父子年金が出ませんでした。妻の雨量晃もなく、

私(養子)の両親もなく、妻は一人っ子ですし、

生活に図り、私も偲年間かは一人で頑張りまし

たが、私の兄、兄嫁が面倒を見てくれるという

事で実家に戻り、 9年間お世話になりました。

今は自分の家に戻り、親子三人で生活していま

すが、指入れは生活福祉資金これ一つです。こ

の資金のおかげでもありますが、預貯金、生活

の切り詰めで頑強って来ました。今、子どもに

結婚資金も出してやれず、下水道工事も出来ず

(近所で私の家だけ)今も苦労しています。私は

この生活福祉資金は非常にありがたく思ってい

ますが、父子年金が出ていれば、もっと違う

活が出来たと思っています。この感想とは、ず、

れているかもしれませんが、これが私の意見で

す。このアンケートで、より多くの子ども逮が

社会へ出る前の一歩につながれればと思い、い

やいやながら喬きました。(2回利用者)

( 3 )修生挙資金利用の手続き

1)申し込み手続きに対する評価

く手続ぎに関する自由回答〉

-病気や失業などで、この制度を利用してなんと

か生活をたて草してがんばろうと患って申し込

んでも、保証人をつけてくれとか、申込みが酉

倒で時間がかかりすぎる。この制度を利用する

人は失業や銀行から借入れが難しいので利用し

たいんで、銀行と同じじゃ前向きに生活をしよ

うとする気持ちも薄れてしまう。県や国も、もっ

と下の下の生活をわかってほしいと思います。

(高校等利用者)

表10 利用の手続きは面倒だったか
(単佼:人、%)

両校等利用者 大学等利用者 2図利用者

鰭単だった 6 ( 40.0) 23 ( 39.0) 2 ( 28.6) 

めんどうだった 8 ( 53.3) 34 ( 57.6) 4 ( 57.1) 

無回答 1 ( 6.7) 2 ( 3.4) 1 ( 14.3) 

ir llt 15 (100.0) 59 (100.0) 7 (100.0) 

表11 必要な言書類をそろえるのは蘭倒だったか
(単位:人、%)

高校等利用者j大学等利用者I2閉利用者

簡単だった I 7 ( 46.7) I 26 ( 44.1) 
めんどうだった I 7 ( 46.7) I 30 ( 50.8) 

無回答 I 1 ( 6. 7) I 3 ( 5.1) 

合計 115 (100.0) 159 (100.0) 

表12 貸付までの日数はどうだったか
(単位:人、%)

!苛校等利用者 大学等利用者 2回利F話者

かからなかった 7 ( 46.7) 42 ( 71.2) 1 ( 14.3) 

かかりすぎた 6 ( 40.0) 12 ( 20.3) 3 ( 42.9) 

無回答 2 ( l3.3) 5 ( 8.5) 3 ( 42.9) 

合計 15 (100ρ) 59 (100.0) 7 (100ρ) 

-合格発表直後に手続きをしたが、ニヶ丹の審査

期間は余りにも長く、その関に支出すべき金額

が、期限も来て、四苦八苦した(決定か不明の

ため)。絶対要望したいのは、日本学生支援機構

で行われているような f予約制Jを採用し、合

格発表者数がわかったら、予め必要書類を用意

(申込者、保証人関係、所得証明など)出来て、

すぐ提出出来るようにすれば、少なくとも入学

金納入期眼に間に合うことが出来ると思う。又、

そうありたいものだと思う。(大学等利用者)

・大変お世話様になりましでありがとうございま

した。私は麗識に家へ来て、今の状態を開く人

(近所のおばさん→民生委員?)に良い気持ちは

しませんでした。勝手な事を申して誠にすみま

せん。お仕事なのにゴメンナサイ。でも近所の

おばさん(民生委員?)本当にいやでした。市

役所の係の方ではダメだ、ったのでしょうか?

(大学等利用者)

-特別な事'情(生活保護、疾病等)が無い限り、
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民生委員の関与は必要ではないと患う。(大学等

利用者)

2)申し込み時の子どもとの話し合い

表 13 申し込み時に子どもと修学資金の利用につい

て話合ったか (単位:人、%)

向校等利用者 大学害事利用者 2間利用者

話し合った 11 ( 73.3) 43 ( 72.9) 4 ( 57.1) 

特に話会わなかった 4 ( 26.7) 13 ( 22.0) 2 ( 28.6) 

無回答 。( 0.0) 3 ( 5.1) 1 ( 14.3) 

合計 15 (100.0) 59 (100.0) 7 (100.0) 

( 4 )修学資金利用後の子どもの状況

1 )子どもの進路

表 14 子どもは学校を卒業したか

(単位:入、%)

I埼校等利用者 大学等利用者 2@]利用者

卒業した 13 ( 86.7) 39 ( 66.1) 7 (100.0) 
卒業しなかった 。( 0.0) 1 ( 1.7) 。( 0.0) 
在学中 2 ( 13.3) 17 ( 28.8) 。( 0.0) 
無回答 。( 0.0) 2 ( 3.4) o ( 0.0) 
合計 15 (100.0) 59 (100.0) 7 (100ρ) 

表 15 卒業した場合(表14)の、卒業後の進路

(単位:入、%)

局校等利用者 大学等利用者 2@]利用者

就職した 11 ( 84.6) 37 ( 94.9) 7 (100.0) 

進学した 2 ( 15.4) o ( 0.0) 。( 0.0) 
その{也 。( 0.0) 2 ( 5.1) 。( 0.0) 

合計 13 (100.0) 39 (100.0) 7 (100.0) 

2 )卒業後に就職した場合の子どもの状況

表 16 就職した場合(表15)の、就職先の震用形態

(単位:人、%)

!埼校等利用者 大学等利用者 2図利照者

正社員・正職員 8 ( 72.7) 31 ( 83.8) 5 ( 71.4) 
派透社員 1 ( 9.1) 1 ( 2.7) 。( 0.0) 
日属託 。( 0.0) 。( 0.0) 1 ( 14.3) 
ノfート・フリーター 1 ( 9.1) 。( 0.0) 1 ( 14.3) 
自営・内織 。( 0.0) 2 ( 5.4) 。( 0.0) 
その{也 。( 0.0) 1 ( 2.7) 。( 0.0) 
無回答 1 ( 9.1) 2 ( 5.4) 。( 0.0) 

d仁b3h 三lIT 11 (100.0) 37 (100.0) 7 (100.0) 

表 17 就職した場合(表15)の、仕事の内容

(単位:人、%)

高校等利用者 大学等利用者 2図利用者

専門・技術的職業 1 ( 9.1) 16 ( 43.2) 2 ( 28.6) 

管理的職業 1 ( 9.1) 1 ( 2.7) 。( 0.0) 

事務 1 ( 9.1) 7 ( 18.9) 1 ( 14.3) 

販売 1 ( 9曹1) 3 ( 8.1) 。( 0.0) 

サ…ビス 1 ( 9.1) 2 ( 5.4) 1 ( 14.3) 

保安職業 1 ( 9.1) 1 ( 2.7) 。( 0.0) 

運輸・通信 。( 0.0) 。( 0.0) 2 ( 28.6) 

製造・製作作業 3 ( 27.3) 3 ( 8.1) 。( 0.0) 

採擬・建設・労務
2 ( 18.2) 1 ( 2.7) 。( 0.0) 

作業

その他 。( 0.0) 1 ( 2.7) 。( 0.0) 

無回答 。( 0.0) 2 ( 5.4) 1 ( 14.3) 

合計 11 (100.0) 37 (100“0) 7 (100.0) 

表 18 就職した場合(表 15)の、子どもの現在の状況

(単位:人、%)

隠校等利用者 大学等利用者 2回利用者

上記の仕事を継続 6 ( 54.5) 22 ( 59.5) 3 ( 42.9) 

別の仕事に就いている 2 ( 18.2) 7 ( 18.9) 1 ( 14.3) 

フリーター 1 ( 9.1) 。( 0.0) 。( 0.0) 

専業主婦/主夫 。( 0.0) 3 ( 8.1) 。( 0.0) 

在学中 。( 0.0) 。( 0.0) 1 ( 14.3) 

無回答 2 ( 18.2) 5 ( 13.5) 2 ( 28“6) 

合計 11 (100.0) 37 (100.0) 7 (100.0) 

3 )卒業後、さらに進学した場合の子どもの状況

表 19 進学した場合(表15)の、利用した制度

(複数問答単位:入、%)

高校等利用者

母子寡婦福祉資金

留の教育ローン

日本育英会
回答者なし

その他

仕事に就いている
ぷ合ぉ ゑL
仁コ ロi
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4 )卒業後の進路が「その他jの場合の子どもの 2 )親世帯の収入状現

状況

表 25 回答者世帯は現在どのように収入を得ている

表 21 炊業悠(Ji滋隊拭「系的的|の協会 f議 1引の か(複数問答単位:人、%)

仕事に就いている

専業主婦/主夫
d弘ミム
仁コ ロ1

5)卒業しなかった場合の子どもの状況

表 22 学校を卒業しなかった場合(表 14)の、子ども

の現在の状況 (単佼:入、%)

仕事に就いている

合計

( 5 )親世帯の現在の状況

1 )子どもとの向島の有無

I鵠校等利用者 大学等利用者 2閲利用者

(回答者数) (15人) (59人) ( 7人)

仕事によって 13 (86.7) 54 (91“5) 5 (71.4) 

年金 8 (53.3) 25 (42.4) 4 (57.1) 

生活保護 2 (13.3) 。(0.0) 。(0.0) 

{士送り 。(0.0) 。(0.0) 。(0.0) 

その1t!!. 。(0.0) 1 ( 1.7) 。(0.0) 

表 26 仕事によって収入を得ている場合(表25)の、

雇用形態 (単位:人、%)

f誌校等利用者 大学等利用者 2図利用者

正社員'.iE職員 7 ( 53.8) 24 ( 44.4) 2 ( 40.0) 

嘱託 。( 0.0) 2 ( 3.7) 。( 0.0) 

総書寺・季節雇用 2 ( 15.4) 2 ( 3.7) 。( 0.0) 

ノ~~ト・アリーター 1 ( 7.7) 6 ( 11.1) 1 ( 20.0) 

自営・内職 2 ( 15.4) 19 ( 35.2) 2 ( 40.0) 

無回答 1 ( 7.7) 1 ( 1.9) 。( 0.0) 

合計 13 (100.0) 54 (100.0) 5 (100.0) 

表 27 仕事によって収入を得ている場合(表25)の、

表 23 子どもと間賠しているか 仕事の内容 (単位:人、%)

(単佼:入、%) I筒校等利用者 大学等利F居者 2図利用者

高校等利用者 大学等利用者 21E1利用者 専門・技術的職業 。( 0.0) 7 ( 13.0) 1 ( 20.0) 

同居している 8 ( 53.3) 17 ( 28.8) 3 ( 42.9) 

同居していない 7 ( 46.7) 41 ( 69.5) 4 ( 57.1) 

管理的職業 。( 0.0) 4 ( 7.4) 1 ( 20.0) 

事務 。( 0.0) 1 ( 1.9) 。( 0.0) 

販売 3 ( 23.1) 7 ( 13.0) 。( 0.0) 
無回答 。( 0.0) 1 ( 1. 7) 。( 0.0) サービス 1 ( 7.7) 7 ( l3.0) 2 ( 40.0) 

合計 15 (100.0) 59 (100.0) 7 (100.0) 保安職業 1 ( 7.7) 。( 0.0) 。( 0.0) 

農林漁業 2 ( 15.4) 3 ( 5.6) 。( 0“0) 

運輸・通信 。( 0ρ) 1 ( 1. 9) 。( 0.0) 

表 24 子どもは現在どのように生活しているか

(単位:人、%)

i笥校等利用者 大学等利用者 2IT芸利用者

自分の収入で生活 11 ( 73.3) 38 ( 64.4) 4 ( 57.1) 

製造・製作作業 4 ( 30.8) 10 ( 18.5) 1 ( 20.0) 

採掘・建設・労務作業 1 ( 7.7) 5 ( 9.3) 。( 0.0) 

無回答 1 ( 7.7) 9 ( 16.7) 。( 0.0) 

合計 13 (100.0) 54 (100.0) 5 (100.0) 

総関手の~入で生活 1 ( 6.7) 5 ( 8.5) 。( 0.0) 

在学中なので親が扶養 2 ( 13.3) 13 ( 22.0) 1 ( 14.3) 

その{也 。( 0.0) 3 ( 5.1) 。( 0.0) 

無回答 1 ( 6.7) 。( 0.0) 2 ( 28.6) 

合計 15 (100.0) 59 (100.0) 7 (100.0) 

表 28 税込み年収(表25の合計)

(単位:入、%)

尚校等利用者 大学等利用者 2間利用者

200万円未満 3 ( 20.0) 6 ( 10.2) 3 ( 42.9) 
~300 万円未満 。( 0.0) 21 ( 35.6) 2 ( 28.6) 
~500 万円未満 4 ( 26.7) 17 ( 28.8) 1 ( 14.3) 
~700 万円未満 3 ( 20.0) 5 ( 8.5) 。( 0.0) 
~1000 万内未満 1 ( 6.7) 5 ( 8.5) 。( 0.0) 

1000万円以上 。( 0.0) 1 ( 1.7) 。( 0.0) 
無回答 4 ( 26.7) 4 ( 6.8) 1 ( 14.3) 

L一生豆 15 (100.0) 59 (100.0) 7 (100.0) 
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( 6 )修学資金の返済

1 )返済についての子どもとの話し合い

表 29 返済について子どもと話合ったか

(単位:人、%)

1発校等利用者 大学等利用者 2浅利用者

申込時に話合った 9 ( 60.0) 32 ( 54.2) 3 ( 42.9) 

あとから話会った 3 ( 20.0) 5 ( 8.5) 1 ( 14.3) 

特に話合わなかった 3 ( 20ρ) 19 ( 32.2) 1 ( 14.3) 

無回答 o ( 0.0) 3 ( 5.1) 2 ( 28.6) 
合計 15 (100.0) 59 (100.0) 7 (100.0) 

2)返済の状況

表 30 現在の返済状況

(単位:人、%)

高校等利用者 大学等利用者 2@]利用者

現在返済している 7 ( 46.7) 18 ( 30.5) 3 ( 42.9) 

これから返済調始 。( 0.0) 17 ( 28.8) 1 ( 14.3) 

返済完了している 7 ( 46.7) 21 ( 35.6) 2 ( 28.6) 

無回答 1 ( 6.7) 3 ( 5.1) 1 ( 14.3) 

合計 15 (100.0) 59 (100.0) 7 (100.0) 

表 31 返済中の場合(表30)の、返済者

(単位:人、%)

i匂校等利用者 大学等利淘者 2@]利用者

子ども本人 4 ( 57.1) 6 ( 33.3) 。( 0.0) 

親 3 ( 42.9) 9 ( 50.0) 2 ( 66.7) 

子どもの祖父母 。( 0.0) 。( 0.0) 1 ( 33.3) 

然回答 。( 0.0) 3 ( 16.7) 。( 0.0) 

合計 7 (100.0) 18 (100.0) 3 (100.0) 

表 32 返済中の場合(表 30)、どこから

返済しているか (単位:人、%)

i給校等利用者 大学等利用者 2図利用者

給料など 5 ( 71.4) 8 ( 44.4) 。( 0.0) 

年金 。( 0.0) 2 ( 11.1) 3 000.0) 

生活保護 2 ( 28.6) 。( 0.0) 。( 0“0) 

預貯金 。( 0.0) 4 ( 22.2) 。( 0.0) 

その他 。( 0.0) 3 ( 16.7) 。( 0.0) 

無回答 。( 0.0) 1 ( 5.6) 。( 0.0) 

合計 7 (100ρ) 18 (100.0) 3 (100.0) 

表 33 返済中の場合(表 30)の、返済月額

(単佼:入、%)

高校等利用者 大学等利用者 2図利用者

5，000円未満 。( 0.0) 1 ( 5.6) 。( 0.0) 

~10 ， 000 円米満 3 ( 42.9) 2 ( 11.1) 1 ( 33.3) 

~15 ， 000 円未満 2 ( 28.6) 4 ( 22.2) 。( 0.0) 

~20 ， 000 円未満 。( 0.0) 2 ( 11.1) 2 ( 66.7) 

20，000円以上 1 ( 14.3) 8 ( 44.4) 。( 0.0) 

無回答 1 ( 14.3) 1 ( 5.6) 。( 0.0) 

合計 7 (100.0) 18 (100.0) 3 000.0) 

表 34 返済中の場合(表30)の、返済の負担感

(単位:人、%)

1渇校等利用者 大学等利用者 2沼利用者

非常に負担が大きい 2 ( 28.6) 1 ( 5.6) 2 ( 66.7) 

ある稜度負担を感じる 3 ( 42.9) 11 ( 61.1) 1 ( 33.3) 

それほど負強ではない 2 ( 28.6) 4 ( 22.2) 。( 0.0) 

負担は感じていない o ( 0.0) 1 ( 5.6) 。( 0.0) 
無回答 。( 0“0) 1 ( 5.6) 。( 0.0) 

合計 7 (100.0) 18 (100.0) 3 (100.0) 

表 35 返済中の場合(表 30)の、滞納状況

(単位:人、%)

非主校等利用者 大学等利用者 2沼利用者

滞納していない 6 ( 85.7) 16 ( 88.9) 2 ( 66.7) 

6ヶ月未満の滞納 。( 0.0) 1 ( 5.6) 1 ( 33.3) 

1年以上の滞納 1 ( 14.3) 。( 0.0) 。( 0.0) 

わからない 。( 0.0) 1 ( 5.6) 。( 0.0) 

合計 7 (100.0) 18 (100“0) 3 (100.0) 

表 36 返済中の場合(表30)の、返済に関わる出来事

(複数回答単位:人、%)

I発校等利用者 大学等利用者 2@]利用者
(回答者数) ( 7人) (18人) ( 3入)

生活費の節約 5 ( 71.4) 11 ( 61.1) 2 ( 66.7) 

外出・交際費の節約 4 ( 57.1) 10 ( 55.6) 2 ( 66.7) 

家賃・水道光熱費の遥れ 2 ( 28.6) 5 ( 27.8) 2 ( 66.7) 

貯金ができない 5 ( 71.4) 11 ( 61.1) 3 (100.0) 

他からの借入で返済 3 ( 42.9) 1 ( 5.6) 2 ( 66.7) 

その他 。( 0.0) 。( 0.0) 。( 0.0) 

く返済に関する自由回答〉

・本当にその当時は助かりまして、本当ありがた

いです。無利子で貸していただいたので、必ず

お返しするつもりです。おかげ様で子どもも

派に成長して、返済の事を気にしてくれていま

す。母子家賠で3年前に転職しましたもので、
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収入もかなり減りました。でもあとわずかとな

りましたので、私の力でがんばってお返しした

いと思います。(大学等利用者)

・資金の貸付をしていただ、いてありがたかったで

す。現在は返済をしていますが、生活が苦しい

です。近々社協に相談に行こうと思っています。

(大学等利用者)

・祖父母、 83才、 75才で侍とか返済しています。

命がけです。この返済がもう少し少なく出来た

ら、家賃の返済、生活費がわずかですが、楽に

なります。年齢をこえての返済ですので、何と

か暖かいご配慮をお願いしたいと思ってます。

孫一人のパートで毎月命をちぢめながら寒い

吾、暑い目、自転車で通勤する姿を見て、せつ

なくなります。その人いろいろな人間関係を配

麗した上で力になって下さる事を要望いたしま

す。信じられる国であってほしい。単なるアン

ケートと打ち消さないで¥伺かよい提案を打ち

出して実行してください。税金の無駄な寵用等、

自に余る昨今です。わずかな資金を信りるのに

あれだこれだと難しい事ばかり言わずに本当に

心から鴎惑している人の味方になって下さい。

よろしくおねがい致します。(2由利用者)

・大変助かりました。うまく返済出来るか心配。

返済が足りない月は伺か手がないものか。(2回

利用者)

(7)その他の感想 自由回答より

・お借りすることが出来なかったら、学校へは行

かせられませんでした。これからの方々にも貸

付けて頂けますようお願いします。月々の返済

も少なく、なんとかやってこれました。後に続

く子ども達にも使わせて頂き、助けて頂きまし

た。無事卒業をさせて頂くことになりました。

助けて頂きました。ありがとうございました。

(高校等利用者)

-親が亡くなり、子どもだげになり、資金制度の

お陰で高校卒業させる事が出来ました。不幸な

環境にある子ども達のため充実した資金制度を

望みます。(高校等利用者)

• f昔入をお願いする壌は、雑費、食費が合わせて

1ヶ月 7，000円で生活しており、私立高校だっ

た為、余計にかかりましたが、借入れ出来た。

感謝は忘れた事がありません。他からの

借入れもあり、返済中ですが、今は 7，000円の

食費も 15，000円で生活できる(息子と私とで)

日々です。他人と比較すれば、少ないかもしれ

ませんが、私共では、何とかやってます。それ

も息子が高校に入る時から「自分が返済してい

くから学校に行きたい。」と強い気持ちが有り、

その約束を守り頑張っています。返済も一日も

遅れたりした事なく、支払い中です。遅れたり、

滞納している方も居る様ですが、借入れの時に

しっかり自覚していくべきだと思います。気楽

に考えている人には厳しく、(新車のりまわした

り、夜遊びしたり)生活があまりみだれている

方の借入れは考えようですね。(高校等利用者)

・修学資金を借りて、二人高校にいっていたので、

大変助かりました。ありがとうございます。(高

校等利用者)

・お措りした時には大変助かりました。是非この

制度を続けていってください。ありがとうござ

いました。(高校等利用者)

・大変助かりました。子どもも頑張って3年間、

通学できました。(高校等利用者)

・銀行からも教育ローンが借りられない私共のよ

うな低所得者にとってとても頼りになる生活福

祉資金には、感謝しております。まじめに働い

ても収入が多く得られない政府に対して私は大

いに不満を持っています。少子化が問題になっ

ている今、収入に関保なく、子どもが自由に進

学できるような制度を国がきちんと援助しても

らいたいと思います。子ども違のために一生態

命働いていますが、子どもが望む学校の資金を

十分に用意してあげられない親の切なさをもっ

と知ってほしいと思います。本人はもちろんま

じめに勉強し、就職してから返済する予定です。

(大学等利用者)

・どこの室長躍にも言えることでしょうけど、子ど

もの進学(主に大学等)をむかえる時、経済的

な心配はっきまといます。又、資金の借入れに
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ついても、悩むことです。その状況下、このよ

うな資金借入制度が利用でき、大変ありがたく

思っています。それに子どもへ説明し、我家の

現在の状況をわかっていただけることによっ

て、進路についても本人なりに考えてくれてい

ます。まだ2人の子どもが進学を希望しており

ます。もう l人は利用させて頂くことを希望し

ております。その時はよろしくお願いします。

(大学等利用者)

-私は 6人の子どもをそれぞれ大学校、大学で学

ばせることができたのは、生活描祉資金を利用

させていただいたおかげだと思っています。

村の様々な人関関係の中で、非常に悔しい思い

も体験しました。できたら PRの充実と手続き

の簡素化ができたらなあと思います。教育にも

のすごくお金がかかる現状の中で、より輯広く

利用させていただける努力をお願いします。(大

学等利用者)

・子どもの勉強を伸ばしてやりたい親の気持ちか

ら大学に入るようになり、本人も勉強したい気

持ちもあり、大学に進める事は、大変良かった。

この制度については一般にあまり知られていな

い。擦に相談した結果、あったので私方として

は大変に良かった。(大学等利用者)

・現在までは、卒業した息子には孫がいて幸せに

生活しています。母子だったので、母子でがん

ばって、何とかやりました。子どももアルバイ

トをやり、親子でがんばれば、伺とかなるとい

う事を強く思いました。そして、生活福祉資金

は、本当にありがたく思っています。 世の中は

だんだんと厳しくなりますが、勉強をしたい子

ども遠のために続けてほしいと思っています。

(大学等利用者)

-修学資金を受けたお捨で、子どもに大学教育を

受けさせることが出来て助かりました。今後も

勉学を志す者には、こういう制度を維持して、

教育の機会を与えて欲しいと思います。(大学等

利用者)

・経済的な理由で修学が国難であるという事があ

りますので、是非貸付をしてほしいと思います。

(大学等利用者)

・大変助かりました。本当にありがたかったです。

父親がいなかったので、どうしょうかと考えた

時がありました。今は、金融関係で{動いていま

す。もっと手続きが簡単だと良いと思いました。

ありがとうございました。(大学等利用者)

・私は母子家庭ですので、この制度はとても助か

りました。息子も卒業したら自分で返済するこ

とで借りました。ありがとうございました。(大

学等利用者)

・修学資金の借入ができて、本当にたすかりまし

た。もし貸して彊けなかったら、子どもを進学

させられたかわかりません。本当に有難うござ

いました。(大学等利用者)

・借り入れができた事で、大学に通う事ができま

した。大変助かりました。無利子と長期返済が

可能で微力な私でも決心できました。ありがと

うございます。今後共よろしくお願い致します。

(大学等利用者)

-資金が足りなかったので、金利もなく、返済も

私共の都合を計って頂けたので、助かりました。

ありがとうございました。(大学等利用者)

・娘2人でしたので、姉の方に生活福祉資金を借

入れしました。おかげで下の娘が大学進学の時

には何とか借入れをしないですみました。無利

子で借入れができ、大変助かりました。(大学等

利用者)

・娘は大学の 3・4年の 2年間にわたり利用させ

ていただきました。大変たすかりました。あり

がとうございました。現在、なるべく滞納しな

い様に返済している所でございます。(大学等利

用者)

・無利子でしたので、滞ることなく返済でき、無

事修学が終了し、感謝して居ります。ありがと

うございました。(大学等利用者)

・息子の大学在学中は、資金を無利子でお借りす

る事ができ、とても助かりました。(大学等利用

者)

・親が措りるのではなく、本人が借りるので、自

覚をもって就学できる。我が家の場合は、ある
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軽度の人生生計ができているので、大学生では

あるが、ちまたの「遊びJにはほうけでない。

あくまでも本人の借り受けという事が良い。人

によっては、借金させてまでという人もいるが、

遊びで借りるわけではないので良い。(大学等利

用者)

• 2人の子どもが利用させていただきましたが、

子どもが収入を得る様になってから個々の借入

に責任を持って完済が出来た事は、少なからず

自立心が身についたと患っております。ありが

とうございました。(大学等利用者)

・収入の少ない人が利用しやすい様にしてほしい

と思っております。(大学等利用者)

-修学資金のおかげで、一人は大学を卒業させて

あげられるめどがつきました。(大学等利用者)

・ちょうど子どもが2人ダブッて進学していたの

で、とても助かりました。返済も無利子でした

ので、その後の返済も助かりました。(大学等利

用者)

・修学資金を利用出来て、大変助かりました。今

後、 4年間で子どもが卒業できるとは限らない

心配も出てきて、 5年目はどうしたものかと

…・。最近の麗用の現状を見ると卒業した後は

返済も子どもに出来るか心配です。(大学等利用

者)

・修学資金を利用させていただき大変助かつてお

ります。ありがとうございました。(大学等利用

者)

・おかげさまで大いに役立たせて頂きました。(大

学等利用者)

-無利子で貸していただきまして有り難く思いま

した。(大学等利用者)

・ありがたい制度だと思います。(大学等利用者)

・おかげ様で、三人の子ども違は、社会人として、

・家躍とそれぞれガンバッテおります。他

の潜入れ(育英会)も、下の子の分が残ってい

ますが、自分で返済しております。修学資金、

生活福祉資金をお情りでき、 IターンでK市に

来て、収入部での不安をもちながらの生活も無

事のりこえる事が出来ました。ありがとうござ

いました。(2由利用者)

・大変ありがたく思っています。子どもも勉強が

好きで、年金の中から仕送りしたいと思ってい

ます。本当にありがたく思います。(2由利用者)

・利息のつかない事が大変ありがたかった。知人

に紹介したら断られた。収入があったのか、はっ

きり答えてはくれなかった。(2由利用者)

注

1)北海道における修学資金に関する調査について

は、以下を参照されたい。北海道社会福祉協議会

(2004) r生活福祉資金修学資金貸付効果澱定調査
報告書j北海道社会福祉協議会、鳥山まどか・岩田

美香 (2005)r母子寡婦福祉資金(修学資金)貸付制
度の現状と課題に関する誠査報告H教育福祉研究J

11、43…65、鳥山まどか・岩間美香 (2005)

婦福祉資金(修学資金)貸付制度の現状と課題に関

する調査結果J北海道大学大学院教育学研究科・教

育福祉論分野。

資料 f生活福祉資金修学資金アンケートJ

記入方法について

【1] このアンケートは、連帯借受人の方が記入

してください

[ 2 ] 援数のお子さんが利用している場合には、

この資金を最初に利用したお子さんについてお

答えください。

[ 3 ] 回答は、あてはまる番号にOをつけてくだ

さい。(一部に複数選択もありますのでご留意く

ださい)

以下からお答えください

しあなたは、修学資金を利用したお子さんから

みて、次のどれにあてはまりますか。

①父母 ②祖父母 ③きょうだい

④その飽(

2.修学資金の利用の仕方として、あてはまるも

のにOをつけてください。

①高校・高等(5年制の高等専門学校)に行く

ためにのみ利用した
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[→3におすすみください]

②高校と、その後の進学(大学・短期大学・

門学校)の 2聞にわたって利用した

[→14におすすみください]

③高校より上の学校(大学・短期大学・専門学

校)に行くためにのみ利用した

〔→ 25におすすみください]

カ上記2で「①高校・高専に行くためにのみ利用

した」場合は、以下からお答えください。

{修学資金の利用状況についておうかがいします1
3.修学資金を利用してお子さんが行った学校は

どこですか。

①公立高校

笹私立高校

③高専(5年制の高等専門学校)

④その他(学校名:

4.借入内容を教えてください。

①修学費のみ ②就学支度費のみ ③修学費と

就学支度費

5.借入の総額はいくらですか。

①10万丹未満

② 10 万円~30 万円未満

③ 30 万円~50 万円未満

④ 50 万円~100 万円未満

⑤ 100 万円~150 万円未満

⑥ 150 万円~200 万円未満

⑦200万円以上( 円)

6.潜入れた金額でお子さんが学校に行くのに足

りましたか。

①足りなかった →7へおすすみください

②足りた →8へおすすみください

7.上記6で「①足りなかったJという場合、足

りない分はどうしましたか。次のそれぞれにつ

いて、「①はいjか「②いいえjのどちらかを選

んでください。[→回答がすみましたら、 8へお

すすみください]

7 -(1)預貯金を使った(①はい ②いいえ)

7 -(2)生活費を切り詰めた

(①はい ②いいえ)

7 -(3)生活保護費からおぎなった

(①はい ②いいえ)

7 -(4)お子さんがアルバイトなどをしてお

ぎなった (①はい ②いいえ)

7 ( 5 )他の奨学金や修学資金などを利照し

た (①はい ②いいえ)

(具体的に:

7…( 6 )授業料免除を利用した

(①はい ②いいえ)

7 -(7)親戚や知人からの援助があった

(①はい ②いいえ)

7 (8)畏間のローンなどを利用した

(①はい ②いいえ)

(具体的に:

7 -(9)おぎなえなかったため、退学した

(①はい ②いいえ)

7ーは0)その他(

【修学資金を利用した後の状況についておうかが

いします]

8.お子さんは学校を卒業しましたか。

①卒業した → 9へおすすみください

②卒業しなかった(中途退学など)

→ 13へおすすみください

③在学中(休学をふくむ)

→36へおすすみください

9.上記8で「①卒業したjと回答された場合、

卒業後の進路を教えてください。

①就職した → 10へおすすみください

②進学した → 11へおすすみください

③その他→ 12へおすすみください

10.上記9で「①就職したJと回答された方にお

うかがいします。

10-(1)お子さんの勤め先での罵用形態は次

のどれでしたか。

①正社員・正職員(常勤)

②派遣社員

③嘱託

④臨時(季節麗用も含む)

⑤パ}トタイマー・フリーター

⑥自営・内職
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⑦その他(

10-( 2 )お子さんの仕事の内容は次の①~⑪

のどれにあたりますか。もっともあてはまる

ものを 1つだけ選んでください。

①専門的・技術的職業(看護師、教師、保育

士、社会福祉専門職業従事者など)

②管理的職業(会社役員など)

③事務(一殻事務、会計事務、集金人など)

④販売(仕入販売、不動産仲介、保険外交員、

など)

⑤サービス(ホームヘルパー、美容師、調理

人、アパート等管理人、ピル管理人など)

$保安職業(自衛官、警察官、消防士、警備

など)

⑦農林漁業

@運輸・通信(運転士、主主掌など)

⑨製造・製作作業

@採掘・建設・労務作業(大工、とび職、配

管作業者、荷役、配達員、議掃員など)

⑪その他(具体的に:

10一(3 )現在は、お子さんは何をされています

か。もっとあてはまるものを 1つ選んでくだ

さい。〔→回答がすみましたら 36へおすすみ

ください]

①上記10一(2 )の仕事を続けている

②別の仕事についている

③フリ…ターをしている

④専業主婦(主夫)をしている

⑤学校に行っている

⑥特に何もしていない

⑦その他(

11.上記9で f③進学したJと回答された方にお

うかがいします。

11-(1)進学にあたって利用したものがあれ

ばすべて選んでください

①母子寡婦福祉資金

②留の教育ロ…ン

③臼本育英会(日本学生支援機構)

④その他(

11 ( 2 )お子さんは現在、伺をされています

か。もっともあてはまるものを 1つ選んでく

ださい。[→回答がすみましたら 36へおすす

みください]

①現在も学校に行っている

③仕事についている

③フリーターをしている

④毒事業主婦(主夫)をしている

⑤求職中である

⑥特に伺もしていない

⑦その他(

12.上記9で「③その地jと回答された場合、お

子さんの現在の状況としてもっともあてはまる

ものを 1つ選んでください。[→問答がすみまし

たら 36へおすすみください]

①もういちど学校に行っている

②仕事についている

③フリーターをしている

④専業主婦(主夫)をしている

⑤求職中である

$特に伺もしていない

⑦その他(

13.上記8で「②卒業しなかったjと回答された

お子さんの現在の状況としてあてはまる

ものを 1つ選んでください。[→罰答がすみまし

たら 36へおすすみください]

①もういちど学校に行っている

②仕事についている

③フリーターをしている

④専業主婦(主夫)をしている

⑤求職中である

⑥特に何もしていない

⑦その他(

会 1ページの間2で f②高校とその後の進学の2

自にわたって利用したJ方は、以下からお答え

ください

{修学資金の利用状況についておうかがいします}

14.修学資金を利用してお子さんが行った学校は

どこですか。
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①公立高校

②私立高校

③高専(5年制の高等専門学校)

④その他(学校名:

次の進学先

①国立・公立の大学

②私立の大学

③国立・公立の短期大学

④私立の盟期大学

⑤国立・公立の専門学校(専修学校)

⑤私立の専門学校(専修学校)

⑦その他(学校名:

15.借入内容を教えてください。

①修学費のみ

②就学支度費のみ

③修学費と就学支度費

16.借入の総額はいくらですか。

①50万円米満

② 50 万円~100 万円未満

③ 100 万円~150 万円未満

④ 150 万円~200 万円未満

⑤ 200 万円~250 万円未満

⑥ 250 万円~300 万円未満

⑦ 300万円以上( 円)

17.倍入れた金額でお子さんが学校に行くのに足

りましたか。

①足りなかった →18へおすすみください

②足りた →19へおすすみください

18.上記17で「①足りなかったjという場合、足

りない分はどうしましたか。次のそれぞれにつ

いて、「①はいJか f②いいえ」のどちらかを選

んでください。(→回答がすみましたら、19へお

すすみください)

18-(1)預貯金を使った(①はい ②いいえ)

18-( 2 )生活費を切り詰めた

(①はい ②いいえ)

18一(3 )生活保護費からおぎなった

(①はい ②いいえ)

18-( 4 )お子さんがアルバイトなどをしてお

ぎなった (①はい ②いいえ)

18-( 5 )他の奨学金や修学資金などを科用し

た (①はい ②いいえ)

(具体的に:

18一(6 )授業料免除を利用した

(①はい ②いいえ)

18一(7)親戚や知人からの援助があった

(①はい ②いいえ)

18-( 8 )民間のローンなどを利用した

(①はい ②いいえ)

(具体的に:

18-( 9 )おぎなえなかったため、退学した

(①はい ②いいえ)

18-(10)そのftt!.(

【修学資金を利用した後の状混についておうかが

いします}

19.お子さんは学校を卒業しましたか。

①卒業した →20へおすすみください

②卒業しなかった(中途退学など)

→24へおすすみください

③在学中(休学をふくむ)

→36へおすすみください

20.上記19で「①卒業した」と回答された場合、

卒業後の進路を教えてください。

①就職した →21へおすすみください

②進学した →22へおすすみください

③その他→23へおすすみください

21.上記20で「①就職したJと回答された方にお

うかがいします。

21 (1)お子さんの勤め先での雇用形態は次

のどれでしたか。

①正社員・正職員(常勤)

②派遣社員

@嘱託

④臨時(季節麗用も含む)

⑤パートタイマー・フリーター

⑥自営・内職

⑦その他(

21-(2)お子さんの仕事の内容は次のどれに

あたりますか。もっともあてはまるものを 1

つだけ選んでください。
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①専門的・技指的職業(看護師、教師、保育

士、社会揺祉専門職業従事者など)

②管理的職業(会社役員など)

@事務(一般事務、会計事務、集金人など)

④販売(仕入販売、不動産仲介、保験外交員、

!吉員など)

⑤サービス(ホームヘルパー、美容師、調理

人、アパート等管理人、ピル管理人など)

e保安職業(自衛官、警察官、消防士、警備
など)

⑦農林漁業

⑧運輸・通信(運転士、主主掌など)

⑨製造・製作作業

⑮採掘・建設・労務作業(大工、とび職、配

管作業者、待役、配達員、清掃員など)

@その他(具体的に:

21-(3)現在は、お子さんは侍をされています

か。もっともあてはまるものを 1つ選んでく

ださい。[→回答がすみましたら 36へおすす

みください]

①上記21 (2)の仕事を続けている

②別の仕事についている

③フリーターをしている

CI専業主婦(主夫)をしている

⑤学校に行っている

⑥特に何もしていない

⑦その他(

22.上記20で f②進学した」と閤答された場合、

お子さんは現在、何をされていますか。もっと

もあてはまるものを 1つ選んでください〔→回

答がすみましたら 36へおすすみください]

①現在も学校に行っている

②仕事についている

③フリーターをしている

④専業主婦(主夫)をしている

⑤求職中である

⑥特に伺もしていない

⑦その地(

23.上記20でf③その他Jと回答された場合、お

う乙さんの現在の状況としてあてはまるものを I

つ選んでください[→閤苓がすみましたら 36へ

おすすみください]

①もういちど学校に行っている

cg:仕事についている

③フリーターをしている

④専業主婦(主夫)をしている

⑤求職中である

@特に何もしていない

⑦その他(

24.上記19でf②卒業しなかったJと毘答された

場合、お子さんの現在の状況としてあてはまる

ものを 1つ選んでください〔→回答がすみまし

たら 36へおすすみください]

①もういちど学校に行っている

②仕事についている

③フリーターをしている

@専業主婦(主夫)をしている

⑤求職中である

e特に何もしていない
⑦その他(

会 1ページの間2で「③高校より上の学校に行く

ためにのみ利舟したJ方は、以下からお答えく

ださい

{修学資金の利用状視についておうかがいします}

25.生活福祉資金を利用してお子さんが行った学

校はどこですか。

①国立・公立の大学

②私立の大学

③国立・公立の短期大学

④私立の短期大学

⑤盟立・公立の専門学校(専修学校)

⑥私立の専門学校(専修学校)

⑦その他(学校名:

26.借入内容を教えてください。

①修学費のみ

②就学支度費のみ

③修学費と就学支度費

27.借入の総額はいくらですか。

①10万円未満
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② 10 万円~30 万円未満

③ 30 万円~50 万円未満

@50 万円~100 万丹未満

⑤ 100 万円~150 万円未満

⑥ 150 万円~200 万円未満

⑦200万円以上( 円

28.措入れた金額でお子さんが学校に行くのに足

りましたか。

①足りなかった →29へおすすみください

②足りた →30へおすすみください

29.上記28で「①足りなかったjという場合、足

りない分はどうしましたか。次のそれぞれにつ

いて、 f①はいJか「②いいえJのどちらかを選

んでください。(→回答がすみましたら、30へお

すすみください)

29-(1)預貯金を鈍った(①はい ②いいえ)

29一(2 )生活費を切り詰めた

(①はい ②いいえ)

29-( 3 )生活保護費からおぎなった

(①はい ②いいえ)

29-(4)お子さんがアルバイトなどをしてお

ぎなった (①はい ②いいえ)

29-( 5 )他の奨学金や修学資金などを利用し

た (①はい ②いいえ)

(具体的に:

29-( 6 )授業料免除を利用した

(①はい ②いいえ)

29-(7)親戚や知人からの援助があった

(①はい ②いいえ)

29-( 8 )民間のローンなどを利用した

(①はい ②いいえ)

(具体的に:

29一(9 )おぎなえなかったため、退学した

(①はい ②いいえ)

29-(10)その地(

{修学資金を利用した後の状況についておうかが

いします]

30.お子さんは学校を卒業しましたか。

①卒業した →31へおすすみください

②卒業しなかった(中途退学なれ
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→35へおすすみください

@在学中(休学をふくむ)

→36へおすすみください

31.上記30で iCI卒業したJと回答された場合、
卒業後の進路を教えてください。

①就職した →32へおすすみください

②進学した →33へおすすみください

③その他→34へおすすみください

32.上記31で「①就職した」と回答された方にお

うかがいします。

32-(1)お子さんの勤め先での麗用形態は次

のどれでしたか。

①正社員・正職員(常勤)

②派遣社員

③嘱託

④臨時(季節雇用も含む)

⑤パートタイマー・フリーター

⑥自営・内職

⑦その他(

32 ( 2 )お子さんの仕事の内容は次のどれに

あたりますか。もっともあてはまるものを 1

つだけ選んでください。

①専門的・技術的職業(看護錦、教師、保育

士、社会福祉専門職業従事者など)

②管理的職業(会社役員など)

③事務(一般事務、会計事務、集金人など)

④販売(仕入販売、不動産仲介、保険外交員、

など)

⑤サーピス(ホームへlレバー、美容師、調理

人、アパート等管理人、ビル管理人など)

⑥保安職業(自衛官、警察官、消防士、警備

など)

⑦農林漁業

⑧運輸・通信(運転士、車掌など)

@製造・製作作業

⑩採掘・建設・労務作業(大工、とび職、配

管作業者、荷役、配達員、清掃員など)

⑪その他(具体的に:

32-( 3 )現在は、お子さんは伺をされています

か。もっともあてはまるものを lつ選んでく
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ださい。[→回答がすみましたら 36へおすす

みください]

①上記32-(2)の仕事を続けている

②別の仕事についている

③フリーターをしている

q:専業主婦(主夫)をしている

e学校に行っている
⑥特に伺もしていない

⑦その地(

33.上記31で「②進学したjと回答された場合、

お子さんは現在、伺をされていますか。もっと

もあてはまるものを 1つ選んでください。[→回

答がすみましたら 36へおすすみください]

①現在も学校に行っている

②仕事についている

③フリーターをしている

④専業主婦(主夫)をしている

⑤求職中である

⑥特に伺もしていない

⑦その他(

34.上記31で「③その他jと回答された場合、お

子さんの現在の状況としてあてはまるものを 1

つ選んでください。[→自答がすみましたら 36

へおすすみください〕

①もういちど学校に行っている

②仕事についている

③フリーターをしている

④専業主婦(主夫)をしている

⑤求職中である

⑥特に簡もしていない

⑦その他(

35.上記30でfCl卒業しなかったJと回答された

お子さんの現在の状況としてあてはまる

ものを 1つ選んでください。[→田答がすみまし

たら 36へおすすみください]

①もういちど学校に行っている

②仕事についている

③フリーターをしている

④専業主婦(主夫)をしている

⑤求職中である

⑥特に何もしていない

⑦その地(

会以下からは、すべての方がお答えください。

【現在の生活状況についておうかがいします1

36.現在、お子さんと向居していますか

①はい ②いいえ

37.お子さんは現在、どのように生活しています

か

①おもに自分の収入で生活している(共働きで

生活している場合や、それなりの金額を家計

に入れている場合などを含む)

②おもに結婚相手の収入で生活している

③学校に行っているので親に扶養されている

④学校は卒業したが親に扶養されている

⑤その他(

38.あなたのご家庭は現在、どのように収入を得

ていますか。あてはまるものをすべて選んでく

ださい。

①仕事によって

②年金

③生活保護

④仕送り

⑤その他(

39.上記38で「①仕事によって」を選んだ方にお

うかがいします。(選んでいない方は 40へおす

すみください)

39一(1)中心となる収入を得ている方の、勤め

先での雇用形態は次のうちどれですか。

①正社員・正職員(常勤)

②派遣社員

③嘱託

④臨時(季節雇用も含む)

⑤パートタイマー・フリータ}

⑥自営・内職

⑦その他(

39-(2)その方の仕事は、次のどれにあたりま

すか。もっともあてはまるものを 1つだけ選

んでください。〔→自答がすみましたら 40へ

おすすみください]
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①専門的・技指的職業(看護師、教師、保育

士、社会福祉専門職業従事者など)

②管理的職業(会社役員など)

③事務(一般事務、会計事務、集金人など)

④販売(仕入販売、不動産仲介、保険外交員、

店員など)

⑤サービス(ホームヘノレバー、美容師、調理

人、アパート等管理人、ピル管理人など)

e保安職業(自衛官、警察官、消防士、警備
など)

⑦農林漁業

⑧運輸・通信(運転士、

⑨製造・製作作業

ど)

⑩採掘・建設・労務作業(大工、とぴ職、配

管作業者、荷役、配達員、清掲員など)

⑪その他(異体的に:

40.すべての方におうかがいします。あなたのご

家躍の年収(税込み)はおいくらですか。さし

っかえなければお答えください。(上記38のす

べての合計でお答えください)

①200万円未満

② 200~300 万円未満

③ 300 万円~500 万円未満

④ 500 万円~700 万円未満

⑤ 700 万円~1000 万円未満

⑥ 1000万丹以上

【生活福祉資金の申し込み手続きについておうか

がいします}

41.この貸付制度を何で知りましたか(どこで知

りましたか)

①民生委員

②ケースワーカー

③パンフレツトや広報誌

④知人の紹介

⑤学校の紹介

⑤その他(

42. この貸付制度の利用に、次のようなできごと

が関係していましたか。それぞれについて「①

はい」か「②いいえjのどちらかを選んでくだ

42 (1)世帯主の失業 (①はい ②いいえ)

42-(2)世帯主の疾病 (①はい ②いいえ)

42-( 3 )世帯主以外の家族の失業

(①はい ②いいえ)

42-(4)世帯主以外の家族の疾病

(①はい ②いいえ)

42-( 5 )収入が少ないため

(①はい @いいえ)

42-( 6 )預貯金が不足していた(なかった)た

め (①はい ②いいえ)

42-(7)他の負債(ローン)の返済

(①はい ②いいえ)

43. この資金を利用するにあたっての手続きはど

うでしたか。以下のそれぞれについて①か②の

どちらかを選んでください。

43-(1)申し込み手続き全般について

(①簡単だった ②めんどうだった)

43-(2)必要な書類をそろえること

(①簡単だった ②めんどうだった)

43-(3)貸付までの日数

(①日数はかからなかった

②日数がかかりすぎた)

44.申し込みのときに、お子さんとこの資金を借

りることについて話し合いましたか

①話し合った ②とくに話し合わなかった

45.それでは、返済については、お子さんと話し

合いましたか

①申し込みのときに話し合った

②後から話し合った

③とくに話し合わなかった

{修学資金の返済についておうかがいします}

46.現在、返済をしていますか(あなた以外の方

が返済している場合もふくめてお答えくださ

①現在返済している→47へおすすみください

②これから返済が始まる

→49へおすすみください

③返済は終わっている

→49へおすすみください

さい 47. 46で「①現在返済しているJと回答され
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おうかがいします0

47-(1)返済のお金を出しているのはどなた

ですか。あてはまる方をすべて選んで、くださ

し:10

①学校に行った子ども本人

②子どもの父母

@子どもの祖父母

④その他

47-(2) どこから返済していますか。あてはま

るものをすべて選んでください

①給料から

②年金から

③生活保護費から

④預貯金から

⑤他から借入をして

⑥その他(

47-(3) この借入れに関しては、返済金額はい

くらですか(半年賦や年賦で返済している方

は、 1ヶ月あたりの金額でお答えください)

① 5，000円未満

② 5 ， 000~10 ， 000 円未満

③ 10 ， 000~15 ， 000 円未満

@ 15， 000~20 ， 000未満

⑤ 20，000円以上( 円)

47…( 4 )この返済についてはどうですか。あな

た以外の方が返済している場合も、わかる範

関でお答えください。

①非常に負担が大きい

②ある程度負担を感じている

③それほど負祖ではない

④負担は感じていない

⑤わからない

47一(5 )現在、滞納をしていますか

①滞納していない

② 6ヶ丹未満の滞納の状態にある

③6ヶ月以上1年未満の帯納の状態にある

④ 1年以上滞納している

⑤わからない

48. この返済のために、以下のようなことはあり

ますか。それぞれ「①はいjか「②いいえjで

お答えください。[→回答がすみましたら 49へ

おすすみください]

48-(1)日常の生活費を節約している

(①はい ②いいえ)

48-(2)外出費や交際費を控えている

(①はい ②いいえ)

48-(3)地の支払い(家賃や水道光熱費など)

が遅れることがある (①はい ②いいえ)

48 (4 )貯金ができない(①はい ②いいえ)

48-(5)他から借入をして返済している

(①はい ②いいえ)

48一(6 )そのf也(

【修学資金を利用した感想をお聞かせください1

49.修学資金(生活福祉資金)について、

やご感想、がございましたら、お聞かせください。

以上でおわりです。アンケートにご協力いただ

き、どうもありがとうございました。

間封の返信用封筒でご返送ください。(封筒への

住所・氏名などの記入は不要です)

(北海道大学大学院教育学研究科博士後期諜棋)

(北海道法療大学看護福祉学部・助教授)
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